






基礎セミナー
（教員との親睦）

機械工学実習
（旋盤加工）

物理学実験

講義風景

基礎セミナー（優秀発表の表彰）

機械工学実習
（ねじ加工）



創造設計製作（作品発表） 研究室ゼミ

卒業論文発表会

学生懇談会（授業改善）

機械工学実験

（内燃機関） （有限要素解析）

卒業研究

インターンシップ発表会







皆さんは朝起きてから寝るまでの間にまったく電気製品を使わずに過ごしたことはありますか？
暗い部屋に明かりを灯したり，テレビを観て泣き笑いしたり，遠く離れたところにいる友人の姿を小さな携帯電話に写し出

したり，パソコンでゲームをしたりと電気製品は皆さんの生活にいろいろなかたちで深く関わっています。
私たちの身の回りにある電気製品の中は，人間の目では決して見ることのできない小さな小さな電子を操るための巧妙な仕

掛けで溢れています。これらの仕掛けを基礎から学ぶのが電気電子工学科です。
皆さんも４回生になると研究室に配属され，より深く電気電子工学を学び，そして自らもこれまでにない新しい仕掛けを作

り出すことになります。電気電子工学科では幅広い分野にわたる研究テーマを準備し，フレッシュで創造的な皆さんが扉を叩
いてくれるのを待っています。

教員からのメッセージ

あなたも夢をかたちにしてみませんか？

電気電子工学実験の様子

ナノ秒極性反転高電圧パルス放電を用いて，排ガス中の
有害物質（窒素酸化物）を分解する実験中の写真です。
充実した研究設備のもと，研究室の学生達と共に新しい
環境保全技術の開発に取り組んでいます。



最先端の技術と理論を身につけるために，最新のプラズマエレクトロニクス技術の光
源や排ガス処理装置，高機能材料プロセスへの応用や，新しい発想に基づく電力応用
機器の開発，また，計算機を援用したシステム制御や回路システムの解析設計などの
研究教育を行っています。

多元化合物半導体やそれらを組み合わせて作るナノ構造の光物性とその応用，希土類
元素付活性光材料の製作，半導体の電気光学特性の評価と電子デバイスの試作など，
基礎からデバイスへの応用まで広い分野の教育研究を行っています。

光通信やレーザ応用など進展の著しい光エレクトロニクス，ハードディスクやDVDな
どの普及により注目されるディジタル記録，マルチメディアの将来を担う映像メディ
ア処理やネットワークなどの教育研究を行っています。

環境を守る！
環境保全のための無水銀光
源の開発。環境汚染物質の
水銀を使わない光源が光り
ました。現在，もっと明る
く！という課題に取り組ん
でいます。

水中のかみなり！
放電のエネルギーを利用し
て水質を改善する方法につ
いて研究しています。

半導体ナノ構造
半導体ナノ構造をもちい
て，電子や正孔を制御し，
新機能をもつレーザやトラ
ンジスタを開発します。写
真は高品質の半導体ナノ構
造を作製する分子線エピタ
キシー装置

分散型エレクトロル
ミネセンス素子
薄型・軽量・フレキシブル
という特性を活かした表示
素子への応用を目指してい
る。写真は素子を点灯させ
ている様子。

マイクロ波を用いた
伝搬実験
このほか，ミリ波，サブミ
リ波および光の伝搬実験や
電磁界理論解析など，移動
体通信や電波天文学，光通
信に応用されている研究を
行っています。

情報ストレージ装置の高密
度化に欠かせない信号処理
方式の研究。



私は現在，情報ストレージ工学研究室に所属し，ハードディスク装置の高

密度化に必要な信号処理方式の研究をしています。研究は思うように進まな

いことも多く，関連文献を読んだり，先生や先輩に適切なアドバイスをいた

だきながら，少しずつ解決へと近づけていくことができます。また，定期的

に自分の研究の内容や成果を発表し，みんなで議論することもとてもよい経

験になり，人前で発表することがいかに難しく，大切かを学びました。

今のところ，電気電子工学の分野は女性が少ないのですが，女性ならでは

の考え方や感性を活かした研究ができる分野だと実感しています。ぜひこの

分野にチャレンジしてみてください。

女性の活躍が期待されています！ 岡原　由枝 （M1）

電気電子工学科では，硬派な先生から，ユーモアあふれる先生まで，さま

ざまな先生に取り囲まれて，日々楽しく，新しい発見に一喜一憂しながら，

研究に取り組んでいます。

講義では，一日かけても解けないような専門的な問題から，工学系の基礎

的な課題まで，幅広くかつ興味深い内容が，行われています。今年の1月に

は，横浜における電気学会全国大会で，発表するという貴重な経験もできま

した。電気電子工学科には，世界的に有名な研究も多々あり，自分のやりた

い研究もきっと見つかりますよ！

さまざまな発見と無限の可能性 小西　康雄（左）（M1）

私は中国からの留学生です，電機制御工学研究室に所属しております。日

本の知識と文化を勉強しようと思ったので，日本に来て，愛媛大学に入りま

した。現在は，愛媛大学の電気電子工学科の大学院の2回生ですが，大学院

の授業を受けて，日本の大学の教育体制の完備と先生方の優れた教育レベル

の高さを感じました。

最新の技術と理論を学びながら，先進の設備環境下で実験できる，非常に

いい教育環境だと思います。今は，先生の下で，インバータの入出力信号に

関する研究をやっております。海外に来て，留学して，私には，とても貴重

な体験だと思います。頑張っていきまっしょい。

留学生からの一言 範　林 （M2）

将来後輩になるかも知れない高校生の皆さんへのメッセージを
在学中の学生諸君に語ってもらいました。
（M1は大学院博士前期課程1回生，M2は同2回生，D2は同後期課程2回生です。）

卒業論文発表会の様子

卒 業 後 の 進 路
バブル崩壊後の不況で一般には就職難が続いていますが，電気電子工学科の卒業生（学部卒，大学院卒とも）へは多くの求人

があります。（平成17年度の求人倍率は約5倍）この不況下でも家電や電力，情報といった分野だけでなく，鉄鋼，自動車，化学，
重工業，医療機器などほとんどの業種から安定した求人があります。これは電気電子工学があらゆる産業分野で不可欠の基幹技
術となっているため，電気電子工学の技術者が必要とされていることによります。電気電子工学の進歩に伴い必要とされる知
識・技術が高度化しているため，卒業生の30％が大学院に進学してさらに知見を高めています。

過 去 5 年 の 卒 業 生 の 主 な 就 職 先 （五十音順）
旭光学工業，今治造船，渦潮電機，FM愛媛，NECライティング，NHK，NTTドコモ四国，NTT西日本，愛媛県，愛媛県警，愛
媛新聞社，オムロン，川崎重工業，キヤノン，京セラ，きんでん，国土交通省，三洋電機，四国ガス，四国電力，四変テック，
シャープ，スズキ，住友化学工業，住友共同電力，住友重機械工業，セイコーエプソン，大王製紙，ダイヘン，ダイハツ工業，
中国電力，中電工，テクシア，東京電力，東芝，ドコモエンジニアリング四国，トヨタ自動車，西日本旅客鉄道（JR西），日亜化
学工業，日東電工，日本電気，日本電産，日本ビクター，ハリソン東芝ライティング，富士写真フィルム，富士通，松下寿電子
工業，松下電器産業，松下電工，マツダ，松山市，三浦工業，三菱重工業，三菱電機，ミノルタ，ローム







地震被害：新潟中越地震，道路陥没，交通途絶
「南海地震に向けて，学生も調査に」

橋脚の安定性に関する模型実験
「水の流れと土砂の動きを再現する」

クラゲの大量発生！
「沿岸海域の新たな環境問題」



「土木は環境に悪い」というイメージがあります（僕もそう思っていました）。
しかし，土木を学んでいく中で，私たちの生活基盤，社会基盤は土木が造っている
ことを知りました。同時に，自然破壊をしている事も多々あります。環境と人の安
全や発展との間にあるものに，科学的にどのように対応するかが問題になります。
この学科では，どのように自然と共存し，かつ，人々が安心できる「もの」をいか
に上手く造るかを学ぶ事ができます。また，「ものづくり」の楽しさを知る機会を
たくさん与えてくれます。君も私たちと一緒にものづくりの楽しさを感じてみませ
んか？

西原　博志　（学部3回生）

建設はダムや橋，道路などの大きな構造物を対象とします。それだけでなく海岸
整備や河川整備，上下水道の整備，交通渋滞，都市計画なども建設の分野です。ま
た最近では防災や環境問題についても対応することが求められています。このよう
に建設の分野はとても幅広く，また対象とするものの規模も大きいです。私はこの
学科で勉強していくうちに環境分野に興味を持つようになりました。そして今は保
全生態学研究室で土木構造物が河川環境に及ぼす影響について研究しています。環
境建設工学科ではこれらの幅広い分野を学ぶことができ，またそれに応えるだけの
多くの研究室があります。みなさんもこの学科で建設について学び，これだと思う
ことを見つけてください。この学科で一緒に勉強しましょう！！

木村　沙織　（学部4回生）

私がこの学科に進学した理由は，将来，ダムや橋梁といった，でっかいモノ造り・地
図に残るような仕事に携わりたい！環境や生態系のことをもっと学びたい！ただ，ぼん
やりとそう思い，この学科はそれに近い学科だと思ったからです。そして，４年間の大
学生活を経て，今では，自分が入学当初に描いていた想いに少しずつ近づいていること
を実感します。もちろん，大学生活を送る上で，勉強以外の事もたくさん学びます。自
分のやる気次第で何でもできるし，そのための時間も与えられています。また，サーク
ル活動や友達・先輩・後輩など，様々な人・考え方に出会います。私の４年間の大学生
活を振り返ってみると，夏休みを利用して旅行したり，友達と徹夜でテスト勉強やレポ
ート作成したことなど，今ではいい思い出です。みなさんも，大学に入って，いろんな
事を経験し，見て，学んで，充実した４年間を送ってほしいと思います。

塩見　政博　（博士前期課程1回生）

みなさん，こんにちは。私は水環境工学研究室に所属し，衛生工学を専攻してい
ます。自身の研究テーマはと言うと，下水処理場内での処理プロセスについて研究
しています。このようにこの学科は，見た目は全く華やかではありません。どちら
かというと無骨でぱっとしない内容の方が多いでしょう。しかし，その無骨でぱっ
としない分野が存在しなければ現在の便利な生活は営むことができません。みなさ
んが何気なく，信号機に合わせて道路を渡る，手を洗うのに蛇口をひねる，という
日頃意識しない動作はこの分野を基礎に成り立っています。何気ない動作の中に生
きる基礎技術の裏を知ることが出来る学科です。そんな裏の世界を覗いてみたいと
いう方は是非一緒にここで勉強しましょう。

服部　祐嘉　（博士前期課程2回生）









機能材料工学科と聞いて，何を勉強しているかわからないと

いう方がほとんどだと思います。この学科では，物をつくる時

の基礎となる“材料”について勉強しています。“材料”につい

てのみというわけでなく，数学や物理・化学・電気・機械につ

いても学びます。このように各分野の“材料”に関する勉強を

するので，いろいろな分野の職に就けます。少しでも興味を持

っている方，持ってくれた方は，是非，機能材料工学科で学ん

でもらいたいと思います。

機能材料工学科　2回生　奥野　友子，曽我部　円佳，寺下　理恵，西谷　衣里，山田　有香

いろんな分野の勉強がありとても大変ですが，材料系にとどまらずさまざま

な職種に対応できることが機能材料工学科の良いところだと思っています。

「機能材料」は，その材料自体の特性を研究し，目的にあった特性を伸ばすこ

とで，より便利な“物”をつくり出すことができる材料です。“物”を支える

材料に興味がある人は，是非この学科で学んでもらいたいと思います。

また，大学に入るとさまざまな人と関わる事になるので，自分の考えや知識

を深める機会が増えます。そういったところも，大学に入って楽しんでもらえ

たらと思います。

機能材料工学科　3回生　河西　聡史，小林　慎弥

需要が多様化している現代では，オンリーワンが求められています。オンリー

ワン商品を生み出すために，この学科で得られる幅広い知識は将来，役に立つと

思います。さらに，機能材料工学科では物性についても詳しい知識を得られるの

で，実験だけでなく，理論が好きな人にもオススメです。そしてなんといっても

この学科には各専門分野の最先端を研究されている方（同時にその分野の成立し

た経緯を知っておられます）がたくさんおられます。だから，将来の科学の方向

性を具体的に味わってみることもできますよ。

機能材料工学科　4回生　奥田　洋平，佐野　照晃

現在，私は液晶とドライバＩＣ(画面を動かしコントロールする)を接続するための材

料である銅ポリイミド基板を製造するグループに所属しており，お客様からの製品品質

に関する要求や質問に技術的な立場から応えるとともに，お客様の生の声を生産現場に

伝え，現場で発生する様々な問題点を改善していく仕事をしています。ここでは，現状，

何が問題で，お客様は何を要求しているのか常に把握しておくことが重要になってきま

すが，学生時代に実際に自分の体を使って得た観察力や感性は，非常に役立っています。

ものを作るには道具が必要ですし，道具を作るには必ず材料（素材）が必要です。材

料（素材）は，そういう意味でも，すべての基になっているものであり，そんな魅力的

な材料（素材）の知識を基礎的なところから学べるのが，この機能材料工学科だと思い

ます。

平成14年度　博士前期課程修了　三棟　郁亜　（住友金属鉱山株式会社　勤務）

（機能材料工学科のホームページ＜http://www.mat.ehime-u.ac.jp＞で，ここに掲載しきれなかった先輩のメッセージを発信しています。）









高校時代を振り返ると，部活を最後までやり遂げ，その勢いで受験生活に飛び込んだことを思
い出します。校風が「文武両道」，つまり学問と技芸の両立を図った環境で育ったため，今でもそ
れが「訓戒」となって，大学生活に生かされています。「大学」は，現在，皆さんが各々の目標に
向かって取り組くんでいることに，さらに磨きを掛けたり，まったく未知だった分野に遭遇する
など，「自分らしさ」を追及することができる場所です。私の場合，高校では生物を専攻していな
かったのに，今は生物の研究室に所属しています。大学で初めて生物を学び，その時いろいろと
疑問に思ったことが，強い関心・興味に変化し，専門的に学びたいと思ったことが動機です。大
学で行われていることは千差万別で，その中から自分の可能性を見極めていかなければなりませ
ん。充実した大学生活を送るためにも，積極的にいろいろなことにチャレンジして下さい。

博士前期課程　応用化学コース1年　豊岡　峻

「大学で何を学ぶのか？」と人からよく聞かれることがありますが，私は学ぶことを「学ぶ場」
であると考えています。経験豊富な先生方や先輩の力を借りて，自分で問題を発掘し，試行錯誤
を繰り返した後に解決できる能力を養う場なのです。大学院に進学すると，生活のほとんどを研
究に費やすようになります。研究とは実験によって得られた結果に基づいて仮説を立て，それを
証明するためにまた実験をするという積み重ねによって進んでいきます。しかし，研究がいつも
自分の計画通りに順序良く進むとは限らず，一度難問に遭遇すると長い間足止めを食らうことも
多いのが現実です。それでもあきらめずに実験を続けると，ある日突然，思いもよらない偶然に
よっていろいろ分かることがあります。一度これを味わうと，もう研究はやめられません。私た
ちは，元気とやる気を持って「一つのことに打ち込んでやろう」という皆さんの入学を心から待
っています。

博士後期課程　物質生命工学専攻3年　松浦　豊

わたしは今，反応化学講座の高分子研究室で日々充実した生活を送っています。実験に追われ
る毎日ですが，こうしたらダメだったから次はこうしてみようとあれこれ考えながら研究を進め
ていくのは本当に楽しいと思います。楽しいことばかりではありませんが，大変な分なにかを発
見した時の喜びは何事にも代え難いものです。高校までは決められた時間割で，与えられたこと
をやっていればよく，学校という枠の中で生活しているに過ぎませんでした。しかし，大学は違
います。ある程度カリキュラムは決まっていますが基本的になにをしてもかまいません。学校も
休んだって誰にも文句は言われません。大学は自由なところが増える分，責任は自分にかかって
きます。ある意味，自分次第です。大学は自分から行動する力を養う場所だと思います。いろん
なことに興味を持ってください。チャンスは自分で見つけること！

博士前期課程　応用化学コース2年　木多　昌美

僕が応用化学科を選んだ理由は，高校の時に興味のあった授業が化学であったからです。
こんな漠然とした理由で応用化学科に入りました。しかし，これが化学との新しい出会いで
した。応用化学科で学ぶことによって，化学にはさまざまな分野があることを知りました。
化学は，薬品の合成はもちろん，環境保護へもつながっています。このように化学の範囲は，
とても幅広いため，最初はとても戸惑いました。でも，勉強や学生実験を積み重ねていくう
ちに，それぞれの分野の知識を身につけることができ，4回生となった今，自分の最も興味の
ある分野の研究を行なっており，とても充実した研究生活を送っています。日頃のなにげな
い皆さんの生活の中に，化学は活躍しています。そんな化学に少しでも興味を持っている方，
その化学はあなたのやる気次第でより楽しく，おもしろいものとなるはずです。化学の無限
の可能性があなたを待っています。

博士前期課程　応用化学コース1年　景本　宗良

私が応用化学科に来て受けた授業の中で，特に印象に残っているものを2つ紹介しようと思います。
一つ目は有機化学の授業です。化学の本質をより深く知ることで，高校で習った反応がなぜそうなる
のかを考えて導けた時，高校時代にうやむやにされていた部分のパズルが解けたように感動しました。
二つ目は，一年次から三年次まで通して行われる応用化学実験です。自分自身で実験を行い，経過を
観察することはとても新鮮で面白いことです。失敗したこともありますが，その原因を追究することで
いろいろな現象がより深く理解できたと思います。自分の手で欲しいものがたくさん合成できた時の嬉
しさは，ぜひ味わってもらいたいものです。今，研究室では新しい色素分子を扱っているのですが，色
の変化や特性はとても興味深く，魅了されてしまいます。皆さんも自分が惹かれることを見つけ，夢中
になってみてください。夢中になれる場所が，この応用化学科できっとみつかるはずです。

応用化学科　4年生　岡坂　未穂









私はプログラミングに興味があり，情報工学科に入学しました。
情報工学科では，数学などの基礎的なものから専門的なものま

で幅広く勉強していきます。講義等で理解できない所があっても，
先生方が丁寧に指導して下さいます。
また，4回生からは，自分の興味のある分野に関する研究が行

えるようになり，知識が増えていくにつれ，面白味が増えていき
ます。

金岡　徹　大学院博士前期課程1年生　(広島県出身)

私はソフトウェアに興味があり，情報工学科に入学しました。
入学して最初の方は主に講義ばかりでしたが，2回生以上にな

ると講義や実験でプログラミングを行うようになり楽しくなって
きました。
入学するまではプログラミングをしたことがなかったのです

が，いつの間にかプログラミングの力がついていました。
4年生からはソフトウェア工学の研究をやっています。学会で

の研究発表などもあり，非常にやりがいを感じています。

岡崎　博和　大学院博士前期課程1年生　（香川県出身）

私はプログラミングに興味があり，情報工学科に入学しました。
情報工学科での講義は，数学系の講義が多くプログラミングの

講義は少ないですが，実験などを通してプログラミングを学ぶこ
とができます。
4年生からは，研究室に配属されるので自分の興味のある分野

について深く学ぶことができ，充実しています。
長い大学生活を有効に使い，いろいろなことを経験して欲しい

と思います。

松本　仁志　学部4年生　（兵庫県出身）

私はコンピュータ全般に興味があったので情報工学科に入学し
ました。
大学では，講義で数学や回路，プログラミング，ネットワーク

などの基礎的事項を，実験でそれらの内容に関したプログラミン
グなどを学びます。
また，４年生になって研究室に配属されると，自分の興味ある

研究を進めていけるようになります。私は情報セキュリティに関
して勉強を進めていく予定ですが，情報工学科ではいろいろな研
究がなされているので，調べてみると面白いと思います。

藤原　名穂　学部4年生　（香川県出身）

情報技術は，医療，行政，製造，流通などほぼすべての分野において欠くことのできないものとなっています。私が
情報工学科を選択したのも，情報工学の将来性と，最先端の技術が学べるという魅力に惹かれたからです。社会人とな
った現在，私は常に「コスト」「顧客」というキーワードを意識して仕事をしています。これが学生時代と最も違うこと
です。大学の研究室では自分が面白いと思ったことを，可能な限り広く深く追求することができました。自分が興味を
抱いたたった一つのことに没頭する時間は，他の何ものにも代え難い貴重な経験や思い出になると思います。

苧坂　健一郎　平成12年度　博士前期課程修了　現在富士通株式会社














